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　子どもの頃のことです。幼稚園や小学校から
帰って友達と遊びたいとき、出かけて行って、
門の外から「〇～ちゃん、あそぼ」と声をかけ
ると、家の中から「は～い」の返事が聞こえます。
どちらも特に意識することなく、自然に節をつ
けているのです。そして、園庭や校庭で大勢で
遊びたいとき、「〇〇するもの、よっといで～」
とこれまた節をつけて人差し指をたてて呼びか
けると、みんなが走ってきて人差し指につかま
ります。友達を呼ぶとき何かしたいとき、「〇〇
ちゃん」「〇〇しよう」ではなく、その言葉に
は大抵節がついていました。
　そして、我が子が産まれたときも、「〇～ちゃ
ん」「こんにちは～」と節をつけて語りかけま
した。朝起きたときには「お・は・よ」おむつ
替えも「きれいきれいしましょう～ね」と声掛
けしていました。思い返せば、子どもへの語り
掛けにはいつも節がついていました。子ども
がこちらの語り掛けに「うーうーうー」「こー」
と答えてくれるようになって、それに「うーうー
うー」「こー」と同じように返すときにも、足
元からの日向ぼっこ（今はしないように指導さ
れているようですが）を始めたときにも「きも
ちいいですね～」、乳母車で散歩するときにも

「おさんぽいきましょうね～」「おでかけですよ
～」と、節を付けて語り掛けていました。
　語り掛ける私の目をまっすぐ見て、いろいろ
な声を出してくれるようになると、「あばばば
～」「ぶるるる～」「れろれろれろ」の口を動か
してみせる遊び、「にぎにぎにぎ」「いないいな
いばあ」「おつむてんてん」「あーがりめ　さー
がりめ」「かいぐりかいぐり」「ぐーぱ　ぐーぱ」
と手を使う遊び、親が孫相手にしている遊びを
見ていて覚えて遊びました。子どもがキャッ
キャッと声をたてて喜んでいるのを見て真似を

していました。
　私にとって、子どもの頃の友だちとの呼びか
けも我が子への語り掛けや遊びも“わらべうた”
という名の付く特別なものではなく、衣食住の
中に当然あるもので、いわばご飯とみそ汁と同
じ普段の生活そのものでした。
　ところが、文庫を始めてしばらく経った頃、

“絵本とわらべうた”の会があることを聞きつ
け行ってみると、なんとも心地よい楽しい場で
した。それから毎月一回開催されているその会
へ出かけ、大勢の親子に交じって楽しみました。
わらべうたの講座も受けました。そして、母や
私がしていた乳幼児期の子どもとの会話や遊び
もわらべうたなのだということも学びました。
それでも、公民館などでしている“絵本とわら
べうた”の会はイベントのようなもので、親子
で楽しいひとときを過ごしてもらう場であり、
わらべうたで楽しんでもらって絵本に興味を
もってもらうことを目的とする場であるという
考えが勝っていました。
　そのうち、自分でも公民館でそのような会を
始めるようになったある日、一人の若いお母さ
んが「こんな小さい赤ちゃんと遊べるなんて思
いもしませんでした。まだおっぱい飲んで泣い
て寝ているだけなんですもの。楽しかった」と
言ってきました。別のお母さんは「一日中この
子と二人っきりでマンションの中にいると、全
然しゃべらないし、時間が長く感じられてつら
いから、ここへ来てみました。来てよかった、
楽しかった」と言ってくれました。生後一か月
二か月の赤ちゃんを連れたお母さんも来るよう
になりました。そこで、まずは親子で向かい合っ
て声出し合う会話を通しての遊びを伝えた方が
いいのでは、と思うようになりました。
　子どもの心も親の心も和ませ落ち着かせてく
れるわらべうたと出会えて良かった、と感じて
くれたら嬉しいなと思います。そして、今度は
いい絵本と出会って、親子で絵本を友だちに、
穏やかな素敵なひとときを過ごしてくれるよう
願っています。（よしだ ゆうこ）
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地元でボランティア活動を始めようとしたら
　2019 年 3 月をもって、職場を退職した。
フルタイム勤務していた時も、児童図書館員
としての経験を生かして、休暇を取ってボラ
ンティア活動を継続してきてはいたが、それ
までのつながりもあり、その活動の中心は、
職場のある自治体内であった。
　そこで今後は、30 年以上前から我が家の
子ども達もお世話になった、自分の居住して
いる地域を軸にして地元に貢献したいとの想
いから、勇んで地元の図書館を訪問し、ボラ
ンティア活動の相談をしたのであるが、こと
はそれほど簡単ではなかった。
　私の住んでいる自治体内の図書館でボラン
ティア活動をするためには、まず、2 年おきに
開催される、図書館主催の講座を受講しなけれ
ばならないとのこと。今年がちょうど開催の年
であるため、近々、募集するだろうとの話だっ
たので、めでたく受講できたと仮定する。しか
し受講したからといって、その後、自分の希望
する地元の図書館でボランティア活動ができる
とは限らないのだそうだ。あくまでも、今活動
中のボランティア要員に空きが出た図書館での
活動ができるとのことで、いつから開始できる
かの保証はないとの話であった。
　もちろん、これまでのボランティア活動の
つながりを断って、地元以外での活動はしな
いということではないのだが、地元優先でと
意気込んでいた分、なんとなく、肩すかしを
くったような気持ちになった。

子育て世帯が増えた
　というのも、私の住むマンション（200 世

帯）のある地域では、少し前まで、ほとんど
の世帯が高齢世帯だった、という印象がある
のだが、ここ数年の間に、乳幼児のいる子育
て世帯が激増してきた印象なのである。平日
の朝夕や休日の昼間、エレベータで乳幼児を
連れた若いお父さん（が多い）やお母さんと
乗り合わせることが多くなり、そのたびに、
近い将来、この子達にわらべうたや楽しい絵
本を届けられる機会が持てたらなあという気
持ちが日に日に膨らんでいた毎日だったので
ある。
　それと、ここ数年、電車やバスの中で、赤ちゃ
んがぐずると、一言も話しかけず、いきなり
無言で、それまで自分が見ていたスマホを赤
ちゃんに見せる、そんな若いお母さんの光景
を見るにつけ、自分の中に、より幼い子ども
達への働きかけを始めたいという、焦りのよ
うな気持ちがどんどん積もってきていること
もあるのかもしれない。

「ブックスタート」事業
　そんな中、私の中でしばらく前から引っか
かっているのが、「子どもにとってのはじめて
の本との出会い＝ブックスタート？」につい
てである。
　児童図書館員としての経験を生かし、学校・
保育園・幼稚園でのお話会や大人向けの講座
のボランティア活動をしてきた中で、個々の
お子さんの選書のお手伝いをする機会もある
のだが、あるとき、その中の一人のお母さん
に問われたことが、どうにもずっと引っかかっ
てしまっているのだ。
　そのお母さんは、私が勤務していた自治体

はじめての本との出会いとは
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に在住しているのだが、長女が生まれて参加
した「ブックスタート」事業で、図書館から
もらったある絵本について、「この絵本が、本
当に子どもにとってのはじめての絵本なので
しょうか？」と問われたのである。たしかに、
そう問われると自信がない。この絵本よりも
先に薦めたい絵本はあるのだ。
　そのお母さんは、家庭でも子どもと絵本の
時間をとても楽しんでいて、「ブックスタート
事業の意義っていうのも、もちろんわかるん
ですけどね・・・。」と付け加えた。
　たしかに私も、日本では、2000 年の「こ
ども読書年」をきっかけに、各地で取り組み
が始まり、2001 年 4 月に NPO ブックス
タートが商標登録している名称としての事業

「ブックスタート」が始まったことで、多く
の自治体がこの NPO ブックスタートを利用
している現状があることは知っていた。その
お母さんが参加した自治体も NPO ブックス
タートを利用しており、もらったその絵本は、
NPO ブックスタートが公表しているリスト

「ブックスタート赤ちゃん絵本」の中の１冊で
あった。

「はじめての絵本」とは
　先日、初めて、この自治体の図書館でのブッ
クスタート事業の現場を見学させてもらい、
主催している図書館の担当者に話を聞くこと
ができた。親子（そのときの赤ちゃんは4ヶ月）
に読み聞かせる様子は、とても表現力豊かで、
声を変えたりして、私がお話会でやっている
ものとは大きく違っていた。読んだ絵本につ
いての説明も、「どのページからでも読み始め
られるようにできている絵本で、原色を使っ
て色がくっきりしているので、赤ちゃんにも
とてもわかりやすいですね。」とのことだった。
読み通す必要はないし、赤ちゃんが絵本をい
ろいろに扱っても、叱ったりせずに見守って
ほしいと、両親に説明していた。
　ここで読まれる「はじめての絵本」は、い

わゆる、親と子の橋渡しをする「道具」のよ
うな存在なのだろうか？　それがどうしても

「絵本」である必要があるのか？　いや、「ブッ
ク」「スタート」なのだから、本でなければな
らないか。
　いただいたブックスタートのパンフレット
には、「ブックスタートとは、赤ちゃんが心健
やかに育つよう、絵本を通じて親子が心を通
わせることの喜びや、読み聞かせの大切さを
お伝えする取り組みのことです」と書かれて
いて、そのこと自体はもちろん、その通りだ
と思うのだが、言うは易く、行うは・・・。

自分には何ができるのか
　ある１冊の絵本が「はじめての絵本」にふ
さわしいかどうかを見極めるのは、とても難
しいことであり、もちろん、一人ひとりの赤
ちゃんによって違う部分もあるのかもしれな
い。それが「事業」という形になったとき、
選書をはじめ、いろいろな事情が複雑に絡ん
でいくことも事実なのだと思う。
　この自治体では、「ブックスタート赤ちゃん
絵本」リストの中の２冊を図書館が選書・購
入し、対象者の赤ちゃん（1 歳のお誕生日まで）
全員に無料配布している。ここ数年、この２
冊はずっと同じ絵本であるとの話なので、そ
の購入冊数はどれほどの数になるのだろうか。
もちろん、図書館が毎年購入している夏の課
題図書の購入数の比ではない程、多数になる
だろう。
　このブックスタート事業を、このあとどう
フォローしていけば、赤ちゃん達はこのさき、

「かあさんねずみがおかゆをつくった」、「100
まんびきのねこ」、「サリーのこけももつみ」
といった絵本達を楽しめる子どもになってい
けるのか。わらべうたを届けていくというこ
とも含め、これからの私にはどんな活動がで
きるのか、できないのか。悩める日々は続い
ていくのでした。（つづく）
 （てしま かずえ：子どもと本のボランティア）


